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開 会 式　6 月 16 日（日）9：30～9：45　長良川国際会議場　メインホール 1F

 司会　峰田雅章
開会の辞　第 55 回近畿東海矯正歯科学会大会長 大山照彦
挨　　拶　近畿東海矯正歯科学会会長 宮澤　健

学 術 口 演　9：45～10：00　長良川国際会議場　メインホール 1F

座長：飯田拓二
A─01　下顎偏位を認める成人における口唇閉鎖力と顔軟組織形態との関係
 　小 林 武 裕　　川 端 淳 司　　髙木あすか　　黒 柳 ふ み　　佐橋喜志夫＊

 　北 井 則 行
 （朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）
 ＊（岐阜県）

休　憩　10：00～10：15

特別講演 1　10：15～11：45　長良川国際会議場　メインホール 1F

座長：北井則行
演者：末石研二　先生
　　　（東京歯科大学歯科矯正学講座 教授）
演題：「矯正歯科における卒後専門教育について」

教 育 講 演　11：45～12：15　長良川国際会議場　メインホール 1F

座長：宮澤　健
演者：坂本輝雄　先生
　　　（東京歯科大学歯科矯正学講座 講師）
演題：「歯科矯正用アンカースクリューガイドライン」

総 　 会　12：15～12：45　長良川国際会議場　メインホール 1F

休憩・昼食 　12：45～14：00

（13：15～14：00　学術展示・一般症例展示　質疑応答時間）
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学 術 口 演　14：00～14：45　長良川国際会議場　メインホール 1F

座長：川口美須津
A─02　片側性唇顎口蓋裂を有する患児の矯正治療開始期の上下顎骨の成長と永久歯の萌出

について：大阪大学歯学部附属病院における口蓋形成術後所見
 　留　和香子　　社　浩太郎　　山 城 　 隆
 （大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）
座長：黒柳ふみ
A─03　固定源に配慮し治療を行った侵襲性歯周炎と叢生を伴う上下顎前突症例
 　判 治 恭 子　　藤 原 琢 也　　黒 木 　 梢　　鳥 井 康 義　　内 堀 志 保
 　宮 澤 　 健　　後 藤 滋 巳
 （愛知学院大学歯学部歯科矯正学講座）

座長：鳥井美帆
A─04　改良型ハーブスト装置を用いた下顎後退症例における顎間関係改善前後の変化につ

いて
 　田 隅 千 智　　田 隅 聖 美　　田 隅 泰 三＊　　松 本 尚 之
 （大阪歯科大学歯科矯正学講座）
 ＊（大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

休　憩　14：45～14：55

特別講演 2　14：55～16：25　長良川国際会議場　メインホール 1F

座長：大山照彦
演者：古賀正忠　先生
　　　（古賀矯正歯科クリニック 院長）
演題：「ブラケットプレースメントの 2 要素―IBD と Quick IDBS―｣

閉 会 式　16：25～17：00　長良川国際会議場　メインホール 1F

 司会　峰田雅章
次期大会長挨拶　第 56 回近畿東海矯正歯科学会大会長 吉田光志
閉会の辞　　　　第 55 回近畿東海矯正歯科学会大会長 大山照彦
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学 術 展 示　9：30～16：30　長良川国際会議場　大会議室　4F
（13：15～14：00　質疑応答時間）

B─01　切歯部早期接触を伴う機能性反対咬合を有する２症例の軟組織変化
 　渡 部 博 之　　黒 柳 ふ み　　神谷恵利子　　竹 内 　 綾　　杉 本 博 司
 　北 井 則 行 （朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）

B─02　上顎中切歯部および側切歯部における上顎骨歯槽形態
 　清 水 唯 行　　川 端 淳 司　　西 島 貴 之　　南 　 哲 至　　黒 柳 ふ み
 　嘉ノ海龍三＊　北 井 則 行
 （朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）
 ＊（兵庫県）

B─03　オーラルアプライアンス装着時の舌筋の評価
 　品 川 英 朗 （大阪府）

B─04　矯正治療時のストレス軽減に対する検討
 　塚 脇 寛 之　　品 川 英 朗＊ （岡山県）
 ＊（大阪府）

B─05　混合歯列期のヘッドギア使用によるセファロ分析考察
 　橘 　 哲 司　　朝 井 寛 之 （兵庫県）

B─07　エナメル上皮線維歯牙腫の掻爬後，第一大臼歯が異所萌出した１症例
 　野々村功至　　武 東 雅 子　　及川紀佳子　　山 田 尋 士＊ （大阪府）
 ＊（近畿矯正歯科研究会）

B─08　混合歯列期のチンキャップ使用によるセファロ分析考察
 　朝 井 寛 之　　橘 　 哲 司 （兵庫県）

B─09　三次元パノラマエックス線装置による上顎前歯歯軸傾斜の評価
 　村 林 　 学　　近 藤 純 子　　黒 柳 ふ み　　川 端 淳 司　　勝 又 明 敏＊

 　北 井 則 行 （朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座歯科矯正学分野）
 ＊（朝日大学歯学部口腔病態医療学講座歯科放射線学分野）

B─10　永久歯列期に機能的顎矯正装置と顎外固定装置を併用した骨格性 2 級の一治験例
 　井上真理子　　上 松 節 子＊　　山 城 　 隆＊ （伊東会伊東歯科口腔病院）
 ＊（大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）
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B─11　上顎骨の水平的仮骨延長術と上下顎骨同時骨切り術の併用により咬合および顔貌の
改善を得た一治験例

 　岡 　 綾 香　　社　浩太郎　　山 城 　 隆
 （大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）

B─12　三叉神経運動核におけるαおよびγ運動ニューロンのサイズの分布についての検
討

 　磯貝由佳子　　山 城 　 隆 （大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）

B─13　三叉神経感覚核ならびに大脳皮質一次および二次体性感覚野から背側視床への投射
に関する研究

 　武田理恵子　　山 城 　 隆 （大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）

B─14　骨格性２級の偽性副甲状腺機能低下症の一症例
 　平 田 佳 永　　谷 川 千 尋　　森 田 知 里　　山 城 　 隆
 （大阪大学大学院歯学研究科顎顔面口腔矯正学教室）

一般症例展示　9：30～16：30　長良川国際会議場　大会議室　4F
（13：15～14：00　質疑応答時間）

１．上顎前突

C1─01　歯科矯正用 anchor screw を用いて治療を行った第二大臼歯の鋏状咬合と著しい
Class Ⅱ大臼歯関係を伴う上顎前突症例

好 田 春 樹 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

C1─02　叢生を伴う上顎前突症例
合 田 理 恵　　中 川 　 学＊，＊＊  （大阪歯科大学歯科矯正学講座）
 ＊（大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）
 ＊＊（近畿矯正歯科研究会）

C1─03　バイオネーターの使用で非抜歯にて治療した上顎前突症例
飯 田 資 浩　　小 島 　 理 （中日本矯正歯科医会）

２．下顎前突

C2─01　上顎骨延長術を併用した成人口唇口蓋裂症例
山 田 晃 弘 （中日本矯正歯科医会）
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C2─02　前歯部軽度叢生を伴う骨格性下顎前突症
武 東 雅 子　　野々村功至　　及川紀佳子　　山 田 尋 士＊  （大阪府）

 ＊（近畿矯正歯科研究会）

３．上下顎前突

C3─01　著しい上下顎前突症の一治験例
中 川 　 学 （近畿矯正歯科研究会）

C3─02　片側アングルⅡ級の上下顎前突の長期経過症例
能治佳津子 （阪大矯正臨床研究会）

 （兵庫県）

認定医更新用症例報告　9：30～16：30　長良川国際会議場　第 2 会議室 3F
（9：30～14：00　審査および試問のため，入室・閲覧はできません．）

１．上顎前突

D1─01　過蓋咬合を伴う成人上顎前突症例
中 村 優 也 （三重県）

D1─02　叢生および鋏状咬合を伴う上顎前突症例
小 嶋 有 香 （大阪歯科大学歯科矯正学講座同門会）

D1─03　過蓋咬合、叢生を伴う骨格性上顎前突症例
中 筋 幾 子 （愛知学院大学歯学部歯科矯正学講座）

D1─04　High angle を伴う成人上顎前突症例
近 藤 憲 史 （中日本矯正歯科医会）

D1─05　側貌の著しい改善の得られた骨格性上顎前突症例
山 本 敬 子 （兵庫県）

D1─06　下顎に叢生を伴う上顎前突症例
茶野秀太郎 （近畿矯正歯科研究会）

D1─07　上顎前歯の唇側傾斜を伴う上顎前突症例
井 口 善 隆 （和歌山県）
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D1─08　叢生を伴う上顎前突症例
渡 邉 　 崇 （愛知県）

２．下顎前突

D2─01　上下顎歯列に叢生を伴う骨格性３級症例
本 田 　 領 （大阪歯科大学歯科矯正学講座）

３．叢生

D3─01　幼少期に前歯部反対咬合を持つアングルⅠ級叢生症例
三 木 貴 美 （京都府）

D3─02　先天欠如歯を伴うアングルⅠ級叢生症例
木 村 雅 一 （愛知県）

D3─03　交叉咬合を伴う叢生症例
二 井 敏 光 （三重県）

D3─04　上顎左側側切歯の舌側転位を伴った叢生症例
野 村 俊 弥 （兵庫県）

４．上下顎前突

D4─01　前歯部開咬を伴う上下顎前突症例
崎 原 盛 貴 （沖縄県）

５．開咬

D5─01　上下顎前歯の叢生を伴う Angle Ⅰ級開咬症例
桃 井 　 裕 （京都矯正歯科医会）


